




 

 我々は成熟マウス由来の再生筋芽細胞を用いてクローン培養及び細胞株の樹

立を試みてきたので現在迄の結果を報告する。 

〔材料と方法〕 

 成熟した C57BL マウスの骨格筋に高張食塩水を注射し筋再生を起させ、その

筋を無菌的に切出し、メスで細切し、ピペッティングにより細胞を分離し培養

に用に用いた。 

 血清は FBS、CS、HoS(各社製)を用い、培地は Eagle's MEM、RPMI1640、F12

及びビタミン、アミノ酸(Eagle's MEM 含有量の整数倍)を検討した。 


